
十
三
（
一
九
二
四
） 

三
月
七
日
、
東
京
に
生
ま
れ
、
翌
年
父
母
と
と
も
に
満
州
へ
。
奉
天
市
に
住
む

十
五
（
一
九
四
〇
）

四
年
で
中
学
校
を
卒
業
、
成
城
高
等
学
校
理
科
乙
類
に
入
学
。
数
学
を
得
意
と
し
た
が
、
文
学
書
を
耽
読

十
八
（
一
九
四
三
）

成
城
高
等
学
校
を
卒
業
し
、
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
に
入
学

二
十
（
一
九
四
五
）

自
宅
で
開
業
医
を
営
む
父
の
手
伝
い
な
ど
を
す
る
。
実
存
主
義
に
関
心
を
寄
せ
る
。
冬
に
父
死
去

二
十一（
一
九
四
六
）

暮
れ
に
や
っ
と
引
揚
げ
船
に
乗
船
し
、
満
州
を
離
れ
る

二
十
二
（
一
九
四
七
）

山
田
真
知
子
と
学
生
結
婚
（
の
ち
に
「
安
部
真
知
」
と
し
て
公
房
作
品
の
装
丁
や
舞
台
美
術
を
手
が
け
る
）。
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の

自
覚
を
強
め
、
勅
使
河
原
宏
、
瀬
木
慎
一
ら
と
「
世
紀
の
会
」
を
結
成
。
夏
に
ガ
リ
版
刷
り
の
詩
集
『
無
名
詩
集
』
を
自
費
出
版

二
十
三
（
一
九
四
八
）

花
田
清
輝
、
岡
本
太
郎
、
埴
谷
雄
高
ら
の
「
夜
の
会
」
に
参
加
。
東
京
大
学
を
卒
業
。
小
説
『
終
り
し
道
の
標
べ
に
』
刊
行

二
十
六
（
一
九
五
一
）

小
説
『
壁 

│
S
・
カ
ル
マ
氏
の
犯
罪
』
芥
川
賞
受
賞
。
小
説
『
赤
い
繭
』
戦
後
文
学
賞
受
賞
。
小
説
『
壁
』
刊
行
。
小
説
『
詩
人
の
生
涯
』

『
空
中
楼
閣
』『
闖
入
者
』『
水
中
都
市
』
な
ど
発
表
。『
闖
入
者
』
は
の
ち
の
戯
曲
『
友
達
』
に
発
展

二
十
七
（
一
九
五
二
）

記
録
文
学
へ
の
志
向
を
強
め
、
島
尾
敏
雄
ら
と
「
現
在
の
会
」
結
成
。『
少
女
と
魚
』
発
表
（
未
上
演
）

二
十
九
（
一
九
五
四
）

長
編
小
説
『
飢
餓
同
盟
』
刊
行

三
十
（
一
九
五
五
）

『
制
服
』（
＊
3
幕
7
景
、
倉
橋
健
演
出
、
青
俳
）
／
『
ど
れ
い
狩
り
』（
＊
5
幕
18
場
、
千
田
是
也
演
出
、
俳
優
座
）
／
『
快
速
船
』（
倉

橋
健
演
出
、
青
俳
）
上
演
。
小
説
『
棒
』
発
表
、
の
ち
の
戯
曲
『
棒
に
な
っ
た
男
』
に
発
展

三
十一（
一
九
五
六
）

『
永
久
運
動
』
発
表
（
未
上
演
）。
映
画
『
壁
あ
つ
き
部
屋
』（
小
林
正
樹
監
督
）
上
映

三
十
二
（
一
九
五
七
）

ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
『
棒
に
な
っ
た
男
』
芸
術
祭
奨
励
賞
受
賞

三
十
三
（
一
九
五
八
） 

『
最
後
の
武
器
』（
＊
ヴ
ァ
イ
ゼ
ン
ボ
ル
ン
作
『
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
・
カ
ン
タ
ー
タ
』
に
基
づ
く
改
作
、
千
田
是
也
演
出
、
新
劇
協
議
会
有
志
）

／
『
幽
霊
は
こ
こ
に
い
る
』（
千
田
是
也
演
出
、俳
優
座
）
上
演
し
岸
田
演
劇
賞
、テ
ア
ト
ロ
ン
賞
受
賞
。
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
『
こ
じ
き
の
歌
』

放
送
連
盟
賞
受
賞
。『
仮
題
・
人
間
修
行
』
執
筆
（
未
上
演
）。
雑
誌
『
群
像
』、「
文
学
者
と
は
」
で
三
島
由
紀
夫
、
大
江
健
三
郎
と
鼎
談

三
十
四
（
一
九
五
九
）

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル『
可
愛
い
女
』（
千
田
是
也
演
出
、大
阪
労
音
）
上
演
。
小
説
『
第
四
間
氷
河
』
を
刊
行
。
N
H
K
大
阪
で
『
日
本
の
日
蝕
』

放
映
、
芸
術
祭
奨
励
賞
受
賞

三
十
五
（
一
九
六
〇
）

『
巨
人
伝
説
』（
千
田
是
也
演
出
、
俳
優
座
）
／
『
制
服
』（
＊
5
景
、
倉
橋
健
・
塩
田
殖
演
出
、
青
俳
）
再
演
（
＊
清
水
邦
夫
『
署
名
人
』

と
同
時
上
演
）
／
『
石
の
語
る
日
』（
千
田
是
也
演
出
）
を
訪
中
新
劇
団
お
よ
び
俳
優
座
（
日
本
で
は
関
西
新
劇
人
の
会
が
道
井
直
次

演
出
で
初
演
）
／
『
赤
い
繭
』（
塩
瀬
宏
演
出
、
草
月
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）
上
演
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
コ
メ
デ
ィ
『
お
化
け
の
島
』（
長

与
孝
子
演
出
）
を
N
H
K
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
同
時
中
継
放
送
。
小
説
『
チ
チ
ン
デ
ラ 

ヤ
パ
ナ
』
発
表
、の
ち
に
長
編
小
説
『
砂
の
女
』

に
発
展

三
十
七
（
一
九
六
二
）

『
城
塞
』（
千
田
是
也
演
出
、俳
優
座 

＊
東
京
労
演
委
嘱
）
／
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
コ
メ
デ
ィ
『
お
化
け
が
街
に
や
っ
て
来
た
』（
安
部
公
房
・

観
世
栄
夫
演
出
、
大
阪
労
音
）
／
『
人
間
そ
っ
く
り
』（
岡
田
豊
演
出
、
人
間
座
）
／
『
乞
食
の
歌
』（
観
世
栄
夫
演
出
、
フ
ェ
ー
ゲ
ラ

イ
ン
コ
ー
ル
演
奏
会
）
上
演
。
映
画
『
お
と
し
穴
』（
勅
使
河
原
宏
監
督
）
上
映
、シ
ナ
リ
オ
作
家
協
会
賞
受
賞
。
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
『
吼

え
ろ
！
』
朝
日
放
送
放
映
、
R
K
B
で
武
満
徹
と
の
合
作
〝
音
の
物
体
詩
〞『
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
』
放
映
、
と
も
に
芸
術
祭
賞
受
賞

三
十
八
（
一
九
六
三
） 

小
説
『
砂
の
女
』
読
売
文
学
賞
受
賞
。『
乞
食
の
歌
』（
観
世
栄
夫
演
出
、同
人
会
）
再
演
。
北
海
道
放
送
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
『
虫
は
死
ね
』

演
出
、
芸
術
祭
奨
励
賞
受
賞

三
十
九
（
一
九
六
四
） 

長
編
小
説
『
他
人
の
顔
』『
時
の
崖
』
発
表
。
映
画
『
砂
の
女
』
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
審
査
員
特
別
賞
受
賞
、
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
作
品
賞
な
ど
受
賞

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
氏
と
出
会
う
。『
人
間
そ
っ
く
り
』（
老
川
比
呂
志
演
出
、
青
俳
）
上
演

作
品
集
『
水
中
都
市
』
刊
行

四
十
（
一
九
六
五
） 

『
お
ま
え
に
も
罪
が
あ
る
』（
千
田
是
也
演
出
、
俳
優
座
）
上
演
。
長
編
小
説
『
榎
本
武
揚
』
刊
行

四
十一（
一
九
六
六
）

桐
朋
学
園
短
期
大
学
芸
術
科
に
演
劇
コ
ー
ス
が
新
設
さ
れ
、
同
教
授
に
就
任

四
十
二
（
一
九
六
七
）

『
友
達
』（
成
瀬
昌
彦
演
出
、青
年
座
）、谷
崎
潤
一
郎
賞
受
賞
／
『
榎
本
武
揚
』（
芥
川
比
呂
志
演
出
、雲
）
／
『
ど
れ
い
狩
り
（
改
訂
版
）』

（
＊
7
景
、
千
田
是
也
演
出
、
俳
優
座
）
上
演
。
映
画
『
他
人
の
顔
』（
勅
使
河
原
宏
監
督
）
公
開
。
川
端
康
成
、
石
川
淳
、
三
島
由
紀

夫
と
の
連
名
で
中
国
文
化
大
革
命
に
対
す
る
抗
議
声
明
を
発
表

四
十
三
（
一
九
六
八
）

小
説
『
砂
の
女
』
が
フ
ラ
ン
ス
で
最
優
秀
外
国
文
学
賞
受
賞
。
映
画
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』（
勅
使
河
原
宏
監
督
）
上
映
。
桐
朋
学
園

短
期
大
学
部
芸
術
科
演
劇
コ
ー
ス
で
『
詩
人
の
生
涯
』
を
演
出
・
指
導

四
十
四
（
一
九
六
九
） 

『
棒
に
な
っ
た
男
』
三
部
作
〈
鞄
〉〈
時
の
崖
〉〈
棒
に
な
っ
た
男
〉
を
演
出
（
紀
伊
國
屋
演
劇
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
）、
安
部
真
知
が
第
4
回

紀
伊
國
屋
演
劇
賞
個
人
賞
、
井
川
比
佐
志
が
芸
術
祭
大
賞
受
賞

四
十
五
（
一
九
七
〇
）

『
幽
霊
は
こ
こ
に
い
る
（
改
訂
版
）』（
千
田
是
也
演
出
、
俳
優
座
）
上
演
。
大
阪
万
博
で
映
画
『
１
日
2
4
0
時
間
』
を
勅
使
河
原
宏

監
督
で
上
映
。『
安
部
公
房  

大
江
健
三
郎
集
』
刊
行

四
十
六
（
一
九
七
一
）

『
未
必
の
故
意
』（
千
田
是
也
演
出
、
俳
優
座
）
／
『
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
演
出
（
紀
伊
國
屋
演
劇
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
）、
芸
術
選
奨
文
部
大

臣
賞
受
賞
。
エ
ッ
セ
イ
集
『
内
な
る
辺
境
』
刊
行

四
十
七
（
一
九
七
二
） 

『
幽
霊
は
こ
こ
に
い
る
』（
R
・
フ
ォ
ル
ク
マ
ー
、和
田
豊
演
出
）東
独
ド
レ
ス
デ
ン
市
の
ザ
ク
セ
ン
地
方
／『
人
命
救
助
法
』・『
赤
い
繭
』・『
デ

ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
』（
大
橋
也
寸
劇
化
・
演
出
、
人
命
救
助
法
制
作
委
員
会
）
紀
伊
國
屋
ホ
ー
ル
と
ホ
ノ
ル
ル
市
コ
ー
マ
劇
場
で
上
演

四
十
八
（
一
九
七
三
）

演
劇
グ
ル
ー
プ
「
安
部
公
房
ス
タ
ジ
オ
」
結
成
・
主
宰
。
井
川
比
佐
志
、
田
中
邦
衛
、
仲
代
達
矢
、
山
口
果
林
ら
が
参
加
。『
愛
の
眼

鏡
は
色
ガ
ラ
ス
』
演
出
（
安
部
公
房
ス
タ
ジ
オ
旗
揚
げ
、
西
武
劇
場
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
記
念
公
演
）
／
ハ
ロ
ル
ド
・
ピ
ン
タ
ー
作
『
ダ
ム
・

ウ
ェ
イ
タ
ー
』（
翻
案
）、『
鞄
』『
贋
魚
』
演
出
（
安
部
公
房
ス
タ
ジ
オ
）。
小
説
『
箱
男
』
刊
行
。
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
氏
と
の
共
著
『
反

劇
的
人
間
』
を
刊
行

四
十
九
（
一
九
七
四
） 

『
友
達
（
改
訂
版
）』
演
出
（
安
部
公
房
ス
タ
ジ
オ
）
／
『
緑
色
の
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
』
演
出
（
紀
伊
國
屋
演
劇
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、
安
部
公

房
ス
タ
ジ
オ
）、
読
売
文
学
賞
受
賞
。
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
『
詩
人
の
生
涯
』（
川
本
喜
三
郎
監
督
）
上
映

五
十
（
一
九
七
五
）

 『
ウ
ェ
ー
（
新
ど
れ
い
狩
り
）』『
幽
霊
は
こ
こ
に
い
る
（
改
訂
版
）』
演
出
（
安
部
公
房
ス
タ
ジ
オ
）。
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
名
誉
人
文
科

学
博
士
の
称
号
を
受
け
渡
米
、
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
氏
と
対
談
。〝
夢
の
ス
ナ
ッ
プ
・
シ
ョ
ッ
ト
〞
集
『
笑
う
月
』
刊
行

五
十一（
一
九
七
六
）

『
案
内
人
（G

uide Book
Ⅱ

）』
演
出
（
安
部
公
房
ス
タ
ジ
オ
）

五
十
二
（
一
九
七
七
）

『
安
部
公
房
ス
タ
ジ
オ
・
会
員
通
信
』
創
刊
。『
イ
メ
ー
ジ
の
展
覧
会 

音
＋
映
像
＋
言
葉
＋
肉
体
＝
イ
メ
ー
ジ

の
詩
』『
水
中
都
市
（G

uide Book
Ⅲ

）』
を
演
出
・
音
楽
（
安
部
公
房
ス
タ
ジ
オ
）。
長
編
小
説
『
密
会
』

刊
行
。
ア
メ
リ
カ
芸
術
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
名
誉
会
員
に
推
さ
れ
る

五
十
三（
一
九
七
八
）

ア
メ
リ
カ
・
ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ー
市
で
『
友
達
』
上
演
。『
人
さ
ら
い
（
イ
メ
ー
ジ
の
展
覧
会
Ⅱ
）』『
人
命
救
助
法
』

『
S
・
カ
ル
マ
氏
の
犯
罪
（G

uidebook
Ⅳ

）』
演
出
・
音
楽
（
安
部
公
房
ス
タ
ジ
オ
）。
写
真
展
『
カ
メ
ラ
に

よ
る
創
作
ノ
ー
ト
』
開
催

五
十
四
（
一
九
七
九
）

安
部
公
房
ス
タ
ジ
オ
を
率
い
て
渡
米
、『
仔
象
は
死
ん
だ
（
イ
メ
ー
ジ
の
展
覧
会
Ⅲ
）』
演
出
・
音
楽

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
じ
め
ア
メ
リ
カ
各
地
で
上
演
、
好
評
を
博
し
、
後
に
解
散

五
十
五（
一
九
八
〇
）

創
作
『
ユ
ー
ブ
ケ
ッ
チ
ャ
』
発
表
、
の
ち
に
長
編
小
説
『
方
舟
さ
く
ら
丸
』
に
発
展

安
部
公
房
撮
影
写
真
付
き
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
集
『
都
市
へ
の
回
路
』
刊
行

五
十
六
（
一
九
八
一
）

『
友
達
』
を
ル
ノ
ー
＝
バ
ロ
ー
劇
団
が
上
演
、
パ
リ
に
行
く

五
十
九
（
一
九
八
四
） 

『
お
ま
え
に
も
罪
が
あ
る
（
改
訂
版
）』（
千
田
是
也
演
出
、
俳
優
座
）
上
演

文
壇
で
初
め
て
ワ
ー
プ
ロ
で
執
筆
、『
方
舟
さ
く
ら
丸
』
を
刊
行

六
十一（
一
九
八
六
）

簡
易
着
脱
式
タ
イ
ヤ
・
チ
ェ
ー
ン
「
チ
ェ
ニ
ジ
ー
」
を
考
案
、
国
際
発
明
家
エ
キ
ス
ポ

　

 

で
銀
賞
受
賞

六
十
二
（
一
九
八
七
）

カ
セ
ッ
ト
・
ブ
ッ
ク
『
R
6
2
号
の
発
明
』
を
刊
行
。
前
立
腺
癌
が
発
覚

六
十
四
（
一
九
八
九
）

日
本
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
合
作
映
画
『
友
達
』（
シ
ェ
ル
・
オ
ー
ケ
・
ア
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
監
督
）
上
映

二
（
一
九
九
〇
）

C
D
『
人
魚
』
刊
行

三
（
一
九
九
一
）

『
榎
本
武
揚
』（
竹
内
銃
一
郎
演
出
、
銀
座
セ
ゾ
ン
劇
場
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
）
上
演

長
編
小
説
『
カ
ン
ガ
ル
ー
・
ノ
ー
ト
』
を
刊
行

四
（
一
九
九
二
）

十
二
月
二
十
五
日
深
夜
、
執
筆
中
に
脳
内
出
血
に
よ
る
意
識
障
害
を
起
こ
し
、
病
院
に
運
ば
れ
る

五
（
一
九
九
三
） 

小
説
『
さ
ま
ざ
ま
な
父
』
発
表
。
一
時
退
院
す
る
も
、
一
月
二
十
二
日
午
前
七
時
一
分
死
去
。
享
年
六
十
九
。
九
月
、
真
知
夫
人
死
去
。

死
後
ワ
ー
プ
ロ
の
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
か
ら
執
筆
中
の
小
説
『
飛
ぶ
男
』、
エ
ッ
セ
イ
『
も
ぐ
ら
日
記
』
が
発
見
さ
れ
る

安
部
公
房 

略
年
譜

│
演
劇
作
品
の
上
演
を
主
と
し
た
略
年
譜

東
京
大
学
医
学
部
在
学
中
に
小
説
で
文
壇
に
デ
ビュー
し
た
が
、
昭
和
三
十
年
か
ら
は
劇
作
も
手
が

け
、
俳
優
座
の
千
田
是
也
と
組
ん
で
、
寓
意
と
風
刺
の
き
い
た
特
異
な
構
造
の
作
風
を
確
立
。
の

ち
に
、
自
ら
「
安
部
公
房
ス
タ
ジ
オ
」を
創
設
し
、
独
自
の
方
法
に
よ
る
演
劇
実
践
に
乗
り
出
し
、
俳

優
の
養
成
と
演
出
も
行
っ
た
。
三
島
由
起
夫
と
並
び
、
第
二
次
戦
後
派
作
家
と
し
て
、
作
品
は
海

外
で
も
高
く
評
価
さ
れ
、
三
十
カ
国
以
上
で
翻
訳
出
版
さ
れ
て
い
る
。
晩
年
は
ノ
ーベル
文
学
賞
の

候
補
と
目
さ
れ
た
。（
こ
こ
で
は
演
劇
上
演
を
中
心
に
ま
と
め
た
）

大正 昭和



十
三
（
一
九
二
四
） 

三
月
七
日
、
東
京
に
生
ま
れ
、
翌
年
父
母
と
と
も
に
満
州
へ
。
奉
天
市
に
住
む

十
五
（
一
九
四
〇
）

四
年
で
中
学
校
を
卒
業
、
成
城
高
等
学
校
理
科
乙
類
に
入
学
。
数
学
を
得
意
と
し
た
が
、
文
学
書
を
耽
読

十
八
（
一
九
四
三
）

成
城
高
等
学
校
を
卒
業
し
、
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
に
入
学

二
十
（
一
九
四
五
）

自
宅
で
開
業
医
を
営
む
父
の
手
伝
い
な
ど
を
す
る
。
実
存
主
義
に
関
心
を
寄
せ
る
。
冬
に
父
死
去

二
十一（
一
九
四
六
）

暮
れ
に
や
っ
と
引
揚
げ
船
に
乗
船
し
、
満
州
を
離
れ
る

二
十
二
（
一
九
四
七
）

山
田
真
知
子
と
学
生
結
婚
（
の
ち
に
「
安
部
真
知
」
と
し
て
公
房
作
品
の
装
丁
や
舞
台
美
術
を
手
が
け
る
）。
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の

自
覚
を
強
め
、
勅
使
河
原
宏
、
瀬
木
慎
一
ら
と
「
世
紀
の
会
」
を
結
成
。
夏
に
ガ
リ
版
刷
り
の
詩
集
『
無
名
詩
集
』
を
自
費
出
版

二
十
三
（
一
九
四
八
）

花
田
清
輝
、
岡
本
太
郎
、
埴
谷
雄
高
ら
の
「
夜
の
会
」
に
参
加
。
東
京
大
学
を
卒
業
。
小
説
『
終
り
し
道
の
標
べ
に
』
刊
行

二
十
六
（
一
九
五
一
）

小
説
『
壁 

│
S
・
カ
ル
マ
氏
の
犯
罪
』
芥
川
賞
受
賞
。
小
説
『
赤
い
繭
』
戦
後
文
学
賞
受
賞
。
小
説
『
壁
』
刊
行
。
小
説
『
詩
人
の
生
涯
』

『
空
中
楼
閣
』『
闖
入
者
』『
水
中
都
市
』
な
ど
発
表
。『
闖
入
者
』
は
の
ち
の
戯
曲
『
友
達
』
に
発
展

二
十
七
（
一
九
五
二
）

記
録
文
学
へ
の
志
向
を
強
め
、
島
尾
敏
雄
ら
と
「
現
在
の
会
」
結
成
。『
少
女
と
魚
』
発
表
（
未
上
演
）

二
十
九
（
一
九
五
四
）

長
編
小
説
『
飢
餓
同
盟
』
刊
行

三
十
（
一
九
五
五
）

『
制
服
』（
＊
3
幕
7
景
、
倉
橋
健
演
出
、
青
俳
）
／
『
ど
れ
い
狩
り
』（
＊
5
幕
18
場
、
千
田
是
也
演
出
、
俳
優
座
）
／
『
快
速
船
』（
倉

橋
健
演
出
、
青
俳
）
上
演
。
小
説
『
棒
』
発
表
、
の
ち
の
戯
曲
『
棒
に
な
っ
た
男
』
に
発
展

三
十一（
一
九
五
六
）

『
永
久
運
動
』
発
表
（
未
上
演
）。
映
画
『
壁
あ
つ
き
部
屋
』（
小
林
正
樹
監
督
）
上
映

三
十
二
（
一
九
五
七
）

ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
『
棒
に
な
っ
た
男
』
芸
術
祭
奨
励
賞
受
賞

三
十
三
（
一
九
五
八
） 

『
最
後
の
武
器
』（
＊
ヴ
ァ
イ
ゼ
ン
ボ
ル
ン
作
『
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
・
カ
ン
タ
ー
タ
』
に
基
づ
く
改
作
、
千
田
是
也
演
出
、
新
劇
協
議
会
有
志
）

／
『
幽
霊
は
こ
こ
に
い
る
』（
千
田
是
也
演
出
、俳
優
座
）
上
演
し
岸
田
演
劇
賞
、テ
ア
ト
ロ
ン
賞
受
賞
。
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
『
こ
じ
き
の
歌
』

放
送
連
盟
賞
受
賞
。『
仮
題
・
人
間
修
行
』
執
筆
（
未
上
演
）。
雑
誌
『
群
像
』、「
文
学
者
と
は
」
で
三
島
由
紀
夫
、
大
江
健
三
郎
と
鼎
談

三
十
四
（
一
九
五
九
）

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル『
可
愛
い
女
』（
千
田
是
也
演
出
、大
阪
労
音
）
上
演
。
小
説
『
第
四
間
氷
河
』
を
刊
行
。
N
H
K
大
阪
で
『
日
本
の
日
蝕
』

放
映
、
芸
術
祭
奨
励
賞
受
賞

三
十
五
（
一
九
六
〇
）

『
巨
人
伝
説
』（
千
田
是
也
演
出
、
俳
優
座
）
／
『
制
服
』（
＊
5
景
、
倉
橋
健
・
塩
田
殖
演
出
、
青
俳
）
再
演
（
＊
清
水
邦
夫
『
署
名
人
』

と
同
時
上
演
）
／
『
石
の
語
る
日
』（
千
田
是
也
演
出
）
を
訪
中
新
劇
団
お
よ
び
俳
優
座
（
日
本
で
は
関
西
新
劇
人
の
会
が
道
井
直
次

演
出
で
初
演
）
／
『
赤
い
繭
』（
塩
瀬
宏
演
出
、
草
月
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）
上
演
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
コ
メ
デ
ィ
『
お
化
け
の
島
』（
長

与
孝
子
演
出
）
を
N
H
K
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
同
時
中
継
放
送
。
小
説
『
チ
チ
ン
デ
ラ 

ヤ
パ
ナ
』
発
表
、の
ち
に
長
編
小
説
『
砂
の
女
』

に
発
展

三
十
七
（
一
九
六
二
）

『
城
塞
』（
千
田
是
也
演
出
、俳
優
座 

＊
東
京
労
演
委
嘱
）
／
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
コ
メ
デ
ィ
『
お
化
け
が
街
に
や
っ
て
来
た
』（
安
部
公
房
・

観
世
栄
夫
演
出
、
大
阪
労
音
）
／
『
人
間
そ
っ
く
り
』（
岡
田
豊
演
出
、
人
間
座
）
／
『
乞
食
の
歌
』（
観
世
栄
夫
演
出
、
フ
ェ
ー
ゲ
ラ

イ
ン
コ
ー
ル
演
奏
会
）
上
演
。
映
画
『
お
と
し
穴
』（
勅
使
河
原
宏
監
督
）
上
映
、シ
ナ
リ
オ
作
家
協
会
賞
受
賞
。
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
『
吼

え
ろ
！
』
朝
日
放
送
放
映
、
R
K
B
で
武
満
徹
と
の
合
作
〝
音
の
物
体
詩
〞『
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
』
放
映
、
と
も
に
芸
術
祭
賞
受
賞

三
十
八
（
一
九
六
三
） 

小
説
『
砂
の
女
』
読
売
文
学
賞
受
賞
。『
乞
食
の
歌
』（
観
世
栄
夫
演
出
、同
人
会
）
再
演
。
北
海
道
放
送
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
『
虫
は
死
ね
』

演
出
、
芸
術
祭
奨
励
賞
受
賞

三
十
九
（
一
九
六
四
） 

長
編
小
説
『
他
人
の
顔
』『
時
の
崖
』
発
表
。
映
画
『
砂
の
女
』
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
審
査
員
特
別
賞
受
賞
、
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
作
品
賞
な
ど
受
賞

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
氏
と
出
会
う
。『
人
間
そ
っ
く
り
』（
老
川
比
呂
志
演
出
、
青
俳
）
上
演

作
品
集
『
水
中
都
市
』
刊
行

四
十
（
一
九
六
五
） 

『
お
ま
え
に
も
罪
が
あ
る
』（
千
田
是
也
演
出
、
俳
優
座
）
上
演
。
長
編
小
説
『
榎
本
武
揚
』
刊
行

四
十一（
一
九
六
六
）

桐
朋
学
園
短
期
大
学
芸
術
科
に
演
劇
コ
ー
ス
が
新
設
さ
れ
、
同
教
授
に
就
任

四
十
二
（
一
九
六
七
）

『
友
達
』（
成
瀬
昌
彦
演
出
、青
年
座
）、谷
崎
潤
一
郎
賞
受
賞
／
『
榎
本
武
揚
』（
芥
川
比
呂
志
演
出
、雲
）
／
『
ど
れ
い
狩
り
（
改
訂
版
）』

（
＊
7
景
、
千
田
是
也
演
出
、
俳
優
座
）
上
演
。
映
画
『
他
人
の
顔
』（
勅
使
河
原
宏
監
督
）
公
開
。
川
端
康
成
、
石
川
淳
、
三
島
由
紀

夫
と
の
連
名
で
中
国
文
化
大
革
命
に
対
す
る
抗
議
声
明
を
発
表

四
十
三
（
一
九
六
八
）

小
説
『
砂
の
女
』
が
フ
ラ
ン
ス
で
最
優
秀
外
国
文
学
賞
受
賞
。
映
画
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』（
勅
使
河
原
宏
監
督
）
上
映
。
桐
朋
学
園

短
期
大
学
部
芸
術
科
演
劇
コ
ー
ス
で
『
詩
人
の
生
涯
』
を
演
出
・
指
導

四
十
四
（
一
九
六
九
） 

『
棒
に
な
っ
た
男
』
三
部
作
〈
鞄
〉〈
時
の
崖
〉〈
棒
に
な
っ
た
男
〉
を
演
出
（
紀
伊
國
屋
演
劇
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
）、
安
部
真
知
が
第
4
回

紀
伊
國
屋
演
劇
賞
個
人
賞
、
井
川
比
佐
志
が
芸
術
祭
大
賞
受
賞

四
十
五
（
一
九
七
〇
）

『
幽
霊
は
こ
こ
に
い
る
（
改
訂
版
）』（
千
田
是
也
演
出
、
俳
優
座
）
上
演
。
大
阪
万
博
で
映
画
『
１
日
2
4
0
時
間
』
を
勅
使
河
原
宏

監
督
で
上
映
。『
安
部
公
房  
大
江
健
三
郎
集
』
刊
行

四
十
六
（
一
九
七
一
）

『
未
必
の
故
意
』（
千
田
是
也
演
出
、
俳
優
座
）
／
『
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
演
出
（
紀
伊
國
屋
演
劇
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
）、
芸
術
選
奨
文
部
大

臣
賞
受
賞
。
エ
ッ
セ
イ
集
『
内
な
る
辺
境
』
刊
行

四
十
七
（
一
九
七
二
） 

『
幽
霊
は
こ
こ
に
い
る
』（
R
・
フ
ォ
ル
ク
マ
ー
、和
田
豊
演
出
）東
独
ド
レ
ス
デ
ン
市
の
ザ
ク
セ
ン
地
方
／『
人
命
救
助
法
』・『
赤
い
繭
』・『
デ

ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
』（
大
橋
也
寸
劇
化
・
演
出
、
人
命
救
助
法
制
作
委
員
会
）
紀
伊
國
屋
ホ
ー
ル
と
ホ
ノ
ル
ル
市
コ
ー
マ
劇
場
で
上
演

四
十
八
（
一
九
七
三
）

演
劇
グ
ル
ー
プ
「
安
部
公
房
ス
タ
ジ
オ
」
結
成
・
主
宰
。
井
川
比
佐
志
、
田
中
邦
衛
、
仲
代
達
矢
、
山
口
果
林
ら
が
参
加
。『
愛
の
眼

鏡
は
色
ガ
ラ
ス
』
演
出
（
安
部
公
房
ス
タ
ジ
オ
旗
揚
げ
、
西
武
劇
場
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
記
念
公
演
）
／
ハ
ロ
ル
ド
・
ピ
ン
タ
ー
作
『
ダ
ム
・

ウ
ェ
イ
タ
ー
』（
翻
案
）、『
鞄
』『
贋
魚
』
演
出
（
安
部
公
房
ス
タ
ジ
オ
）。
小
説
『
箱
男
』
刊
行
。
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
氏
と
の
共
著
『
反

劇
的
人
間
』
を
刊
行

四
十
九
（
一
九
七
四
） 

『
友
達
（
改
訂
版
）』
演
出
（
安
部
公
房
ス
タ
ジ
オ
）
／
『
緑
色
の
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
』
演
出
（
紀
伊
國
屋
演
劇
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、
安
部
公

房
ス
タ
ジ
オ
）、
読
売
文
学
賞
受
賞
。
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
『
詩
人
の
生
涯
』（
川
本
喜
三
郎
監
督
）
上
映

五
十
（
一
九
七
五
）

 『
ウ
ェ
ー
（
新
ど
れ
い
狩
り
）』『
幽
霊
は
こ
こ
に
い
る
（
改
訂
版
）』
演
出
（
安
部
公
房
ス
タ
ジ
オ
）。
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
名
誉
人
文
科

学
博
士
の
称
号
を
受
け
渡
米
、
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
氏
と
対
談
。〝
夢
の
ス
ナ
ッ
プ
・
シ
ョ
ッ
ト
〞
集
『
笑
う
月
』
刊
行

五
十一（
一
九
七
六
）

『
案
内
人
（G

uide Book
Ⅱ

）』
演
出
（
安
部
公
房
ス
タ
ジ
オ
）

五
十
二
（
一
九
七
七
）

『
安
部
公
房
ス
タ
ジ
オ
・
会
員
通
信
』
創
刊
。『
イ
メ
ー
ジ
の
展
覧
会 

音
＋
映
像
＋
言
葉
＋
肉
体
＝
イ
メ
ー
ジ

の
詩
』『
水
中
都
市
（G

uide Book
Ⅲ

）』
を
演
出
・
音
楽
（
安
部
公
房
ス
タ
ジ
オ
）。
長
編
小
説
『
密
会
』

刊
行
。
ア
メ
リ
カ
芸
術
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
名
誉
会
員
に
推
さ
れ
る

五
十
三（
一
九
七
八
）

ア
メ
リ
カ
・
ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ー
市
で
『
友
達
』
上
演
。『
人
さ
ら
い
（
イ
メ
ー
ジ
の
展
覧
会
Ⅱ
）』『
人
命
救
助
法
』

『
S
・
カ
ル
マ
氏
の
犯
罪
（G

uidebook
Ⅳ

）』
演
出
・
音
楽
（
安
部
公
房
ス
タ
ジ
オ
）。
写
真
展
『
カ
メ
ラ
に

よ
る
創
作
ノ
ー
ト
』
開
催

五
十
四
（
一
九
七
九
）

安
部
公
房
ス
タ
ジ
オ
を
率
い
て
渡
米
、『
仔
象
は
死
ん
だ
（
イ
メ
ー
ジ
の
展
覧
会
Ⅲ
）』
演
出
・
音
楽

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
じ
め
ア
メ
リ
カ
各
地
で
上
演
、
好
評
を
博
し
、
後
に
解
散

五
十
五（
一
九
八
〇
）

創
作
『
ユ
ー
ブ
ケ
ッ
チ
ャ
』
発
表
、
の
ち
に
長
編
小
説
『
方
舟
さ
く
ら
丸
』
に
発
展

安
部
公
房
撮
影
写
真
付
き
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
集
『
都
市
へ
の
回
路
』
刊
行

五
十
六
（
一
九
八
一
）

『
友
達
』
を
ル
ノ
ー
＝
バ
ロ
ー
劇
団
が
上
演
、
パ
リ
に
行
く

五
十
九
（
一
九
八
四
） 

『
お
ま
え
に
も
罪
が
あ
る
（
改
訂
版
）』（
千
田
是
也
演
出
、
俳
優
座
）
上
演

文
壇
で
初
め
て
ワ
ー
プ
ロ
で
執
筆
、『
方
舟
さ
く
ら
丸
』
を
刊
行

六
十一（
一
九
八
六
）

簡
易
着
脱
式
タ
イ
ヤ
・
チ
ェ
ー
ン
「
チ
ェ
ニ
ジ
ー
」
を
考
案
、
国
際
発
明
家
エ
キ
ス
ポ

　

 

で
銀
賞
受
賞

六
十
二
（
一
九
八
七
）

カ
セ
ッ
ト
・
ブ
ッ
ク
『
R
6
2
号
の
発
明
』
を
刊
行
。
前
立
腺
癌
が
発
覚

六
十
四
（
一
九
八
九
）

日
本
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
合
作
映
画
『
友
達
』（
シ
ェ
ル
・
オ
ー
ケ
・
ア
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
監
督
）
上
映

二
（
一
九
九
〇
）

C
D
『
人
魚
』
刊
行

三
（
一
九
九
一
）

『
榎
本
武
揚
』（
竹
内
銃
一
郎
演
出
、
銀
座
セ
ゾ
ン
劇
場
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
）
上
演

長
編
小
説
『
カ
ン
ガ
ル
ー
・
ノ
ー
ト
』
を
刊
行

四
（
一
九
九
二
）

十
二
月
二
十
五
日
深
夜
、
執
筆
中
に
脳
内
出
血
に
よ
る
意
識
障
害
を
起
こ
し
、
病
院
に
運
ば
れ
る

五
（
一
九
九
三
） 

小
説
『
さ
ま
ざ
ま
な
父
』
発
表
。
一
時
退
院
す
る
も
、
一
月
二
十
二
日
午
前
七
時
一
分
死
去
。
享
年
六
十
九
。
九
月
、
真
知
夫
人
死
去
。

死
後
ワ
ー
プ
ロ
の
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
か
ら
執
筆
中
の
小
説
『
飛
ぶ
男
』、
エ
ッ
セ
イ
『
も
ぐ
ら
日
記
』
が
発
見
さ
れ
る
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演
劇
研
修
所
『
友
達
』

（
2
0
1
0
年  

演
出
：
栗
山
民
也
）

『
幽
霊
は
こ
こ
に
い
る
』

（
1
9
9
8
年  

演
出
：
串
田
和
美
）

『
城
塞
』

（
2
0
1
7
年  

演
出
：
上
村
聡
史
）

写
真
：
谷
古
宇
正
彦

新
国
立
劇
場
で
の

安
部
作
品
の
上
演

■
太
字
は
戯
曲   

※
新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム
51 

安
部
公
房
（
新
潮
社
）「
略
年
譜  

谷 

真
介
」
ほ
か
参
照

平成


